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（総　評）	 	 想像していたより、十分、水準に達した応募作品が多く、ホッとしたというのが最
初の印象でした。全体的には、やはり他の公募展と同様、祭りものをはじめとした催
事、イベントでの撮影が多かったようで、その分、その種のジャンルでの作品には
ちょっと目が厳しくなってしまいます。その中で知事賞の「愁え」は特に祭りものと
いう枠を越えた魅力的なものでした。魅かれた被写体に、そっと、ストレートにカメ
ラを向けたという気持ちがよく伝わってきます。
他ではやはり風景作品に堂々とした仕上りのものが見受けられました。ただここで
も、少し贅沢ですが、“きれいなだけ”という不満も出てきます。なにか、風景の美し
さを通して、別のメッセージが伝わってこないか、と思ったりします。そして、この
公募展に限らないことですが、生き生きとした人間のスナップにほとんど出会うこと
がなくなりました。これは社会的制約による影響ともいえますが、なんとかスナップ
の可能性（撮影・発表）を写真に関わるものとして考え直してみたいものです。
	 （文責　前田　利昭）
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（隠岐の島町）

隠岐島には、古代から祭りが多くあり、今までも隠岐は祭りの宝庫といわれてきま
した。
特に江戸時代から伝承されている祭りは、離島であるがために、大切に伝統が守り
続けられています。
このお祭りの中で舞われる「十方拝」は、島前で行われており、かねてから絶好の
被写体として多くの作品が発表されてきました。
この作品の良さは表情描写のよいことと、赤い紙で作られている飾りです。静けさ
を感じるお祭りですが、祭りを演出している少年の姿によさがあります。
この横顔には、伝統を守る責任感のようなものが感じられますし、加えて色彩効果
がよくて、逆光線でありながらピントが、素晴らしくよく、画面を生き生き見せてい
ます。加えて、画面の構成もよく、バックの緑が少年を引き立てており、今までに見
られなかった情景描写に秀れた作品であり、祭りの鐘の音と舞い姿が聞こえてくるよ
うです。
	 （文責　川本　貢功）

写真 応募点数� 198点
入賞点数� 7点
入選点数� 151点

招待作品� 48点
展示点数� 206点
○移は移動展出品作品
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（松江市）

植えられた稲の苗が、十分に成長していない初夏の田んぼ風景。田んぼなのにまる
で湿原のようであり、逆光の中、真ん中の空間に二羽の鴨をタイミングよくとらえて、
作者の狙いがうまく適中した作品。上の影を写しこんだことで、全体の広がりが感じ
られるのが憎い。まさに堂々たる作品で前田県外審査委員も知事賞の作品と甲乙つけ
がたいと絶賛されたものである。	 （文責　行長　好友）
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（益田市）

窓辺の日本人形。その人形をガラス越しにうかがう作者。この一枚の写真から様々
な物語が思い浮かびます。
外から部屋に光が射し込み、ソフトフォーカスがかかったように、人形の表情を浮
き上がらせています。奥の深い幽玄で、不思議な心象的な作品として、仕上がってい
ます。
作者の優れた美的感性によって生まれた秀作だと思います。
今後とも、心に感じたものを大切にし、写真として表現し、すぐれた作品を生み出
してほしいと思います。
このたびは、受賞おめでとうございます。	 （文責　佐々木　聡）
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（松江市）

この作品は、海外で撮影された結婚式のスナップ写真だと思いますが、光の扱い方
が良いのと、落ち着いた色調が独特の雰囲気を表現し、映画のスチール写真を思わせ
る作品に仕上がっています。
シャボン玉で動感を出し、新郎新婦や周囲の人々の幸せいっぱいの表情をベストタ
イミングで捉えた良い作品です。	 （文責　品川　　功）
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（安来市）

寒中の寒さに耐え苦行の一瞬を捉えたこの作品の良さを一言でいえば、青年（僧）
の表情に尽きます。
一見、無造作のようなフレーミングですが、その実、作者の計算があり、周囲の人々
の祈願する姿が相乗効果となり、この作品を力強いものにしています。
色調は、素直であり、寒さがしっかり伝わってきます。雪と水しぶきが適切なシャッ
タースピードで表現されています。
「一心不乱」題名どおりの秀作です。
ご入賞おめでとうございます。	 （文責　小林　茂雄）
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（松江市）

光と影のコントラストが強く、パースペクティブな画面から快感が伝わってきます。
このような写真の表現は、フイルムで表現することは困難で、デジタル写真の多様な
表現の一つとして心にとまりました。
タテ位置の構図により、奥行き感が増し、また人物を取り入れることにより現実感
を取り込まれていますが、左の壁面の反射が異様さを醸し出し、現実と異様さが同居
してバランスを保った秀作です。
おめでとうございます。	 （文責　森脇　寿一）
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（益田市）

晩秋の高原の朝を活写した傑作です。セピアのモノトーンに仕上げ、冷えて朝露が
光る奥ゆきのある風景を描写した技術は最高であります。浮びあがった畔に青鷺が跳
ねている農村の風景を完璧に表現した技術は今展の最上位と思います。審査に当って
いただいた県外審査員の前田先生は完璧過ぎるのが欠点かもしれないとの言い方で称
えられたことを述べて、おめでとうと申し上げます。	 （文責　竹本　晴男）

入　選
題　　　　名 氏　　名 備　　考

安来節 松　浦　　　誠（安来市）
○移 御座舞で祝う 佐々木　清　幸（浜田市）
伝承 木　村　克　己（出雲市）
絆 橋　本　英　治（出雲市）

○移 逃げないで！ 焼　杉　正　明（江津市） 奨励賞

漆黒に浮かぶ 後　藤　孝　司（出雲市）
喰らう 和　田　勝　臣（出雲市）
眼光 川　上　政　光（出雲市） 特選

ゲット 原　　　浩　二（松江市） 特選

○移 退院の日 天　津　義　久（大田市）
○移 仲良し 橘　　　重　孝（大田市）
○移 おまいり 金　築　　　哲（出雲市） 奨励賞

休息 小　玉　光　二（出雲市）
○移 春暁 山　田　恭　敬（出雲市） 奨励賞

比田田植祭 北　川　洋　子（安来市）
○移 ここが畳ヶ浦だよ 堀　江　利　加（浜田市）
七夕の夜 吉　田　豊　美（出雲市）
出漁の朝 田　中　作　夫（出雲市）

○移 親爺 梅　田　　　繁（江津市） 優秀賞
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題　　　　名 氏　　名 備　　考
宙に泳ぐ 石　飛　桂　子（出雲市） 特選

稲佐の月明かり 品　川　清　一（出雲市）
初夏 原　　　正　治（松江市）
暮れゆく穂高 宮　野　輝　夫（米子市） 特選

「こしかき衆」が行く 花　谷　　　勉（安来市）
終の家 福　島　一　夫（出雲市）

○移 冬海の光景 西　尾　　　透（出雲市） 奨励賞

蒼空の大蛇 金　崎　　　操（出雲市） 特選

フェイス 長谷川　正　治（松江市）
馬入れ神事 福　寄　冨久江（松江市）
湖畔 武　田　節　朗（松江市）
静寂 田　坂　　　将（出雲市）
ホリデー 田　村　啓　子（松江市）

○移 神事 高　田　雍　一（浜田市） 特選

黄昏時 田　中　博　義（安来市）
○移 帰り道 石　倉　太　介（出雲市） 奨励賞

使者 岩　本　克　幸（出雲市） 特選

漲るなでしこ 藤　井　千　富（出雲市）
夕照の頃 宮　﨑　文　恵（松江市） 特選

○移 爆走砂煙 岡　本　和　久（松江市） 奨励賞

あしたへ 小　村　泰　久（出雲市）
ふるさと 森　脇　勇　吉（安来市）
晩夏 内　田　孝　子（松江市）
月始祭 樋　野　輝　吉（出雲市）
母と子 田　中　康　治（松江市）
樹氷に魅せられて 渡　辺　悦　男（松江市）
街角 細　田　恵　子（出雲市）
マガン 若　槻　愛二郎（雲南市）
歳月 安　田　朝　行（松江市）
ハクション！ 岩　谷　順　子（松江市）
舞 坂　田　耕　男（雲南市）
裏街 杉　本　宗　明（松江市）
友情 石　倉　貞　昭（松江市）
仲良し 土　井　富　雄（松江市）

○移 夜汽車 芝　原　本　修（松江市） 奨励賞

シオンの丘 吾　郷　義　也（出雲市）
○移 野外授業 福　田　一　壽（安来市） 奨励賞

友達になろうよ 石　原　康　博（松江市）
静けさの中で 門　脇　玄一郎（安来市） 特選

見送り 権　田　　　宏（松江市）
イケメン 加　藤　好　子（松江市）
祭り寸景 加　藤　正　人（松江市） 特選

ひととき 多久和　　　豊（出雲市）
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題　　　　名 氏　　名 備　　考
飲みっぷり 加　藤　哲　夫（奥出雲町）

○移 阿波の脚並 安　部　　　勲（奥出雲町） 奨励賞

大切ないのち、きせき 花　田　裕　子（雲南市）
雪道 山　本　珪　子（飯南町）
群衆 板　垣　亜　弥（出雲市）
水浴び 原　瀬　美　規（安来市）
積重 米　田　直　之（安来市）
落陽の丘 山　下　壮　一（出雲市）
朽ち果て丶 坂　本　清　美（雲南市）
笑顔でワッショイ 武　田　　　清（雲南市）
水族館にて 今　岡　幸　夫（松江市）
にわか（祭りの日に） 田　中　郁　子（隠岐の島町）
祝日 太　田　　　勤（松江市）
大田市滝 長　島　　　栄（松江市）
水面の色彩 鶴　島　里　子（松江市）
閃き 高　橋　美和子（松江市）
宮練り 田　村　武　雄（松江市）
椿林 下　川　隆　直（松江市）
エコの店 山　本　政　夫（松江市）
奉納舞 迫　　　光　徳（松江市）
シャボン玉 佐々木　智　範（松江市） 特選

黄昏 長　瀬　　　裕（松江市）
行脚～旅立ち 山　根　章　道（松江市）
遍路先達 金　田　範　由（松江市）
里の春 井　上　恵美子（隠岐の島町）

○移 隠岐に生きる 木　下　時　雄（隠岐の島町） 優秀賞

早春の水田 松　浦　福　男（松江市）
ヤマメ一串４００円 牧　原　丈　夫（松江市）
巫女さん 伊　藤　以都子（松江市）
初舞台 正　木　哲　雄（松江市）
飛翔 岩　崎　　　順（松江市） 特選

女みこし 古　浦　青　帆（松江市）
ごくろうさまです。 阿　郷　昌　彦（奥出雲町）
舟小屋のある風景 秦　　　憲　良（松江市） 特選

ブルーな時間 福　田　秀　樹（松江市）
伝え継ぐ 上　野　卯之松（隠岐の島町）
春祈祷 高　梨　文　博（隠岐の島町）
気迫 奥　村　　　茂（隠岐の島町）
平和の軌跡 若　槻　明　郎（松江市）
煙火 田　中　純　子（松江市）
翔 島　本　睦　男（松江市）

○移 平和の流れ７０ 山　崎　三　仁（大田市）
生きることの哀しさ 野　島　　　幹（松江市）
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題　　　　名 氏　　名 備　　考
夏の思い出 武　田　克　弘（雲南市）
闘眼 田　中　　　修（隠岐の島町）

○移 青春 大　畑　秀　人（益田市） 奨励賞

○移 淼茫 瀧　川　純　一（益田市）
○移 島根でいいものみ～つけた 島　川　鐵　雄（益田市）
春の駅舎 神　門　　　勉（出雲市）
街　角 伊　東　久　男（松江市）
ファミリー 寺　西　孝　子（奥出雲町）
光のファンタジー 糸　原　輝　幸（奥出雲町）
虹 牛　尾　吉　郎（奥出雲町）
水郷祭 真　綿　隆　行（奥出雲町）
夜叉 内　田　定　廣（奥出雲町） 特選

水面の詩 荒　木　義　人（奥出雲町）
田植えの日 勝　部　　　正（奥出雲町）
ひめぼたる 山　根　　　猛（奥出雲町）
アオゲラ 楫ヶ瀬　　　進（雲南市）
夏日 和　泉　一　朗（奥出雲町） 特選

Ocean	View	～海と空の出会う場所～ 小　林　　　修（奥出雲町）
荒れる天海 渡　部　　　悟（奥出雲町）
波紋と鯉 糸　原　詩　郎（奥出雲町）
秋彩 小　室　富　雄（松江市）
ＦＡＣＥ 平　塚　健　藏（松江市） 特選

屋形船 恩　田　正　己（松江市）
寒行 坂　本　新　次（出雲市）

○移 朝のひととき 岡　　　寛　志（出雲市） 優秀賞

祈りの刻 藤　原　博　文（松江市）
スーパームーン 川　津　慶　治（松江市） 特選

天空の鏡 赤　坂　俊　一（安来市）
優雅なプロムナード 西　上　一　義（松江市）
視線 星　野　純　子（松江市）
霧の朝 磯　田　律　子（松江市）
ホームスチール 高　橋　幸　夫（松江市）
遊ぼ！ 福　井　眞佐子（松江市）

○移 主役登場 岩　田　　　毅（大田市）
○移 ひとり旅 森　山　典　雄（大田市）
異界への入口 加　田　弘　道（松江市）
桜まつり 春　日　通　男（出雲市） 特選

○移 神宿る岩 尾　崎　美　智（浜田市）
慶びの日 石　飛　克　己（雲南市）
猛暑 管　　　敏　朗（出雲市）
鉛色の ２月 森　脇　久　雄（松江市） 特選

初雪 山　碕　昭　三（飯南町） 特選

○移 虫送り 岡　本　和　幸（浜田市）
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題　　　　名 氏　　名 備　　考
去りゆく秋 長　島　　　聡（松江市）
留める―光― 平　塚　栞　奈（松江市）
河下盆踊り 荒　木　諭　吉（出雲市）

招　待
題　　　　名 氏　　名 備　　考

○移 刻 川　島　敏　明（雲南市）
祭日 波　積　　　薫（松江市）
射る 若　葉　信　幸（隠岐の島町）
ひと休み 古　浦　恵　悦（松江市）
街角 橋　本　潤　子（出雲市）
ブルーカープ 黒　川　政　治（松江市）
小さな伝記 菅　野　　　紘（松江市）
秋祭り 高　橋　　　馨（松江市）
諸手船神事 小笠原　富　子（松江市）
少年 古　瀬　倶　之（出雲市）
笑神 松　浦　潤　一（松江市）

○移 アラスカ 川　本　貢　功（松江市）
○移 競漕 大　坂　　　武（松江市）
○移 雨の日 吉　﨑　佳　慶（益田市）
○移 あばれ祭 野　村　愛　子（浜田市）
水をくむ少年 深　田　収　作（松江市）
厳冬 佐々木　　　聡（出雲市）
凝視 東　儀　公　哲（出雲市）

○移 街角 岡　　　幸　美（出雲市）
○移 パレード 青　戸　　　繁（松江市）
祭りのあと 浜　田　周　作（松江市）

○移 砂塵舞う 小　林　茂　雄（江津市）
秋色 入　江　啓　介（大田市）

○移 観閲 竹　本　晴　男（浜田市）
ひととき 高　野　孝　治（松江市）
リーゼント 藤　江　松　男（出雲市）
静寂 田　村　唯　男（松江市）

○移 祈り 三加茂　幸　子（出雲市）
○移 火神岳朝景 行　長　好　友（出雲市）
遠い昔 西　澤　由　英（奥出雲町）
夏日 枡　田　一　男（松江市）
孫達の休日 土　江　真　弘（出雲市）

○移 たそがれ時 宇田川　好　美（奥出雲町）
妖怪変化 渡　部　久　由（奥出雲町）
わらぐろ 田　中　利　博（奥出雲町）
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題　　　　名 氏　　名 備　　考
○移 真夏の大輪 藤　原　美枝子（奥出雲町）
夜明け 石　飛　　　孝（安来市）

○移 Red	apron 品　川　　　功（大田市）
○移 祭の日 森　脇　寿　一（松江市）
○移 もみじ 井　上　　　豪（松江市）
いざ出陣！ 酒　井　重　礼（松江市）
放水 岡　　　一　夫（松江市）
彼岸の頃 足　立　修　吉（松江市）
朝の夢 長　沢　史　郎（松江市）
行進 大　下　浩　昭（松江市）

○移 軌跡 江　川　安　夫（浜田市）
○移 生それぞれ 松　谷　敏　秀（浜田市）
対話 宮　廻　　　功（松江市）


